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もっと、いい会社であるために。

　「みんくる」は平成25年3月に三条市の一ノ木戸商店街にオープンしました。赤レンガ倉庫と町屋造り
の建物を改装した趣のある施設内には、飲食や物販のチャレンジショップやコワーキングスペース、お休
み処として利用できる和室があります。また、情報発信コーナーも設
置してあり、三条のまちなかの情報を収集、発信する場としてご活
用いただけます。みなさま、ぜひお気軽にご利用ください。

みんなのまちの交流拠点

「みんくる」オープン！

（写真提供　三条市）
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　最初に、去る6月14日開催の通常総会に於いてご承認を
いただき、公益社団法人三条法人会の2期目の会長を務め
ることになりましたので、宜しくご指導・ご支援をお願いいた
します。
　先般、参議院議員の改選が行なわれようやくねじれ国会
が解消され、自民党主導の安定政権への道が開かれまし
た。
　安倍晋三首相は、報道機関を通じて｢衆参両院での多
数を生かして政策実行を更に加速しなければいけない。改
革から逃げる古い自民党に逆戻りすれば直ちに国民の信
頼を失う｣と決意を新たに表明されました。個別課題として、

「実感出来る強い経済を取り戻し、集団的自衛権では夏以
降に有識者会議で議論を始めたい、消費税についてはデ
フレ脱却と財政再建を考えて秋に判断する。憲法改正はじ
っくりと進めるし、日中の関係はお互いに胸襟を開いて話を
していくことが大切だ」と語っておられました。「大いに前進
に向けて頑張って欲しいと」エールを送りたいと思います。
　さて、次に、当法人会の現況について触れて見たいと思
います。昨年の平成24年4月1日に、公益社団法人に組織
替えしました。新組織に対応するため、事業実施体制の見
直し、会計処理の見直し等、新公益法人制度に併せた組
織としての見直しを積極的に対応した1年間でありました。
　特に単年度収支の改善については、組織体制、実施事
業の見直し、支出費用の改善見直し等全ての例外を排除
せずに、基本的な部分の見直しをおこなったところでありま
す。
　結果として単年度収支は平成23年度の200万円の赤字
から、平成24年度は120万円ほどの赤字に圧縮改善されま
したが、まだまだ健全な収支とはなっておりません。
　法人会も、新しい公益法人制度では、従来よりも、より明
確に公益的な活動を行うことが求められることになりまし
た。
　定款第3条では、本会は、「税知識の普及、納税意識の
高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、もって適正・
公平な申告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執
行に寄与すると共に、地域企業と地域社会の健全な発展
に貢献することを目的とする」と定めています。
　今後も、会員事業所のために何が出来るのか、又、同時
に、地域社会で大きな存在である法人会として地域社会へ
どのような貢献が出来るか、常に考え実行していくことが当
会の活動の原点と考えます。引き続き皆様のご協力と積極
的なご参加をお願いし挨拶といたします。

　この度の人事異動で、税務大学校和光校舎学務主事か
ら三条税務署長として着任いたしました樋山でございます。
　公益社団法人三条法人会の皆様方には、常日頃から法
人会活動を通じまして税務行政全般にわたり深いご理解と
多大なご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　私は、新潟県燕市の出身であり、三条税務署の勤務は今
回で3回目となります。
　三条税務署管内は、すばらしい豊かな自然と、長い歴史
の中で培われた固有の文化や産業を有しており、極めて人
情味豊かな土地柄でございます。再度この地で勤務できま
すことを大変光栄に思っております。
　三条法人会は「良き経営者を目指すものの団体」として、

「会員の積極的な自己啓発を支援し納税意識の向上と企
業経営及び社会の健全な発展に貢献する」ことを基本理
念に、各種説明会や講演会の開催並びに地域社会貢献
活動など長年に渡り正しい税知識の普及と納税道義の高
揚にご尽力いただいております。また、7月には改正消費税
法についての「経過措置」を中心とした研修会をいち早く開
催されるなど、積極的に税に関する正しい知識の普及に取
り組んでいただいており、深く感謝申し上げます。
　ところで、私ども国税庁は「納税者の自発的な納税義務
の履行を適正かつ円滑に実現する」ことを使命としておりま
す。
　この使命を果たすため、1　納税者サービスの観点から、
国税電子申告・納税システム（e−Tax）などのICTを活用
し、納税者にとって利便性の高い申告・納付手段の充実に
向けた取り組みを、2　適正な調査・徴収の観点から、納税
者の利益の保護を図りつつ、大口・悪質な事案に厳正に対
応してきたほか、社会経済情勢の変化に応じ、富裕層や国
際化事案などへの取り組みを、それぞれ積極的に実施して
まいりました。
　特にe−Taxについては、三条法人会の皆様のご協力も
得て、その利用件数も着実に伸びてきており、今後も利用者
の利便性の向上や行政運営の効率化といった視点を取り
入れた「業務プロセス改革計画」に基づき一層の普及及び
定着を、更にはダイレクト納付の普及拡大に向けて積極的
に取り組んでまいります。
　また、本年1月に施行された改正通則法や、改正消費税
法及び番号制度導入（マイナンバー制度）といった税務行
政にとって重要な制度改正についても適切に対応してまい
りたいと考えております。
　三条法人会の皆様におかれましては、税務行政のよき理
解者として、e−Taxの普及及び定着、並びにダイレクト納付
の普及拡大に向けて、今後とも一層のご理解とご協力を賜
りますようよろしくお願いします。
　結びに、公益社団法人三条法人会のご発展と会員皆様
方のご繁栄を祈念いたしまして、挨拶とさせていただきま
す。

公益社団法人三条法人会
会長　馬　塲　信　彦

三条税務署
署長　樋　山　忠　則

公益社団法人三条法人会
平成25年度へ向けての抱負 ごあいさつ
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　平成25年6月14日午後2時から、三条市横町2［餞心亭おゝ 乃］において、第2回通常総会を開催した。通常総会では、平成24年度決
算報告が承認されると共に、理事会で議決された平成24年度事業報告、平成25年度事業計画、収支予算の報告が行われた。役員
改選の年度に当たるため、理事の選出が行われた。理事については今までの60名を42名に減員することが了承され、42名の理事と3
名の監事が選出された。馬塲会長が再任、副会長は、加茂地区の阿部大爾副会長に代わり小野塚荘一副会長、栄地区の小出茂副
会長に代わり、梅田一則副会長、下田地区の桐生正輝副会長に代わり刈屋哲副会長が新任。見附地区の小林弘昌副会長、田上地
区の野澤幸司副会長、三条地区の野崎正明副会長は再任された。
　議案全てが原案通り承認された後、功労者表彰が行われ、役員功労者表彰25名、福利厚生制度功績者表彰3名にそれぞれ感謝
状と記念品が贈呈された。
　表彰式の後、ご来賓の方々から祝辞があり総会を終了した。その後記念講演会では、経済アナリストの田嶋智太郎氏より「大転換期
の日本経済　今をどう乗り越えるか」と題し、講演会を開催し、今後の経済見通し等興味深い話に聞き入り午後5時終了した。

公益社団法人　三条法人会
第2回  通常総会並びに記念講演会を開催　

講師　田嶋智太郎 氏

○役員功労者表彰
　（公社）三条法人会　副 会 長　阿　部　大　爾
　（公社）三条法人会　副 会 長　小　出　　　茂
　（公社）三条法人会　副 会 長　桐　生　正　輝
　（公社）三条法人会　常任理事　加　藤　紋次郎
　（公社）三条法人会　常任理事　佐　藤　弘　志
　（公社）三条法人会　常任理事　佐　野　一　雄
　（公社）三条法人会　常任理事　長　岡　信　治
　（公社）三条法人会　常任理事　長谷川　彩　子
　（公社）三条法人会　理　　事　石　橋　育　於
　（公社）三条法人会　理　　事　兼　古　耕　一
　（公社）三条法人会　理　　事　柄　沢　憲　司
　（公社）三条法人会　理　　事　近　藤　雄　介
　（公社）三条法人会　理　　事　高　橋　　　司
　（公社）三条法人会　理　　事　田　中　康　之
　（公社）三条法人会　理　　事　土　田　正　樹
　（公社）三条法人会　理　　事　宮　原　洋　一
　（公社）三条法人会　理　　事　小　越　百合子
　（公社）三条法人会　理　　事　高　井　　　聡

　（公社）三条法人会　理　　事　皆　川　堅　介
　（公社）三条法人会　理　　事　齋　藤　　　実
　（公社）三条法人会　理　　事　信　賀　忠　春
　（公社）三条法人会　理　　事　高　橋　晴　夫　
　（公社）三条法人会　理　　事　高　野　義　夫
　（公社）三条法人会　理　　事　佐　藤　勝　美
　（公社）三条法人会　監　　事　韮　澤　喜一郎

○福利厚生制度功績者表彰
　　大型保障制度
　　　　大同生命保険株式会社
　　　　　　三条営業所　推進社員　桑　原　とも子
　　　　　　三条営業所　推進社員　坂　井　　　隆
　　ビッグハート紹介成約実績
　　 （公社）三条法人会　相 談 役　長　澤　吉　男

（加茂地区会）

・・平成25年度公益社団法人三条法人会功労者表彰・・
　議事終了後、表彰式が行われ役員功労者と福利厚生制度に特別功績があった方 に々、会長より感謝状と記念品が贈呈
された。受賞された方々は次のとおり。（順不同・敬称略）
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■平成24年度決算報告　平成25年6月14日の総会で承認されました。 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

■財産目録　平成25年3月31日現在

	 基本財産運用益	 1,504
	 特定資産運用益	 1,164 
	 受取会費	 8,151,000 
	 事業収益	 2,984,000 
	 受取補助金	 11,799,523 
	 雑収益	 383,180 
	 経常収益（A）	 23,320,371 

	 事業費	 20,116,676 
	 管理費	 4,402,761 
	 経常費用計（B）	 24,519,437 

	 Ⅰ	 資産の部
	 1.	 流動資産	
		  現金	 19,282 
		  普通預金	 5,334,476 
		  定期預金	 0
	 	 流動資産合計	 5,353,758 
	 2.	 固定資産
		  （1）基本財産	
		  定期預金	 5,000,000 
		  （2）特定資産	
		  社会貢献活動引当資産	 0
		  周年行事引当資産	 0
		  退職給与引当資産	 700,000 
		  （3）その他の固定資産
		  什器備品・パソコン等	 7 
		  電話加入権	 122,800 
	 	 固定資産合計	 5,822,807 
	 	 資産合計	 11,176,565 

25年度主な事業計画
1.	 税を巡る諸環境の整備・改善等を図るための事業
	 （1）税に関する研修・セミナー事業
	 （2）講演会事業
	 （3）租税教育事業
	 （4）税の広報事業
	 （5）税の調査研究及び社会への提言事業
2.	 地域の経済社会環境の整備・改善等を図るための事業
	 （1）講演会・セミナーの開催事業
	 （2）地域の福祉問題や環境問題などの改善に資する事業
3.	 会員支援のための親睦・交流及び福利厚生に資する事業
	 （1）組織の強化・充実
	 （2）広報活動の充実
	 （3）青年・女性部会の充実
	 （4）法人会会員の福利厚生の向上に資することを目的とする事業
4.	� 本会の組織を充実し、全国法人会総連合・新潟県法人会連合会及び友

誼団体との強化を図る事業
5.	 本会の活動に関係する諸官庁との連携を図る事業
6.	 その他本会の目的達成のために必要な事業

25年度予算
	 基本財産運用益	 1,500 
	 特定資産運用益	 0
	 受取会費	 8,120,000 
	 事業収益	 2,920,000 
	 受取補助金	 11,710,400 
	 雑収益	 351,000 
	 経常収益（A）	 23,102,900 

	 事業費	 18,895,850 
	 管理費	 4,205,600 
	 経常費用計（B）	 23,101,450 
	 当期経常増減額（A−B）	 1,450
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 1,450
	 法人税・法人県民税・法人市民税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 1,450 
	 一般正味財産期首残高	 9,426,102 
	 一般正味財産期末残高	 9,427,552 
	 正味財産期末残高	 9,427,552 

	 当期経常増減額（A−B）	 △1,199,066 
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 △1,199,066
	 法人税・法人県民税・法人市民税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 △1,199,066
	 一般正味財産期首残高	 10,092,233 
	 一般正味財産期末残高	 8,893,167 
	 正味財産期末残高	 8,893,167 

	 Ⅱ	 負債の部
	 1.	 流動負債
		  未払金	 1,459,260 
		  預り金	 124,138 
	 	 流動負債合計	 1,583,398 
	 2.	 固定負債
		  退職給与引当金	 700,000 
	 	 固定負債合計	 700,000 
		  負債合計	 2,283,398 
		  正味財産	 8,893,167

平成25年度平成25年度 第2回通常総会第2回通常総会 本会収支決算報告本会収支決算報告

平成25年度平成25年度 事業計画の決定について事業計画の決定について
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関東信越国税局では、7 月10日付で人事異動が発令されました。
発令内容は、次のとおりです。

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

東京国税局　調  査  第  三  部　統括国税調査官 瀧　澤　富　夫 署　　長

新潟税務署　評価公売専門官　評価公売専門官 三　富　敏　明 管 理 運 営 部 門　統括国税徴収官

新潟税務署　個人課税第三部門　統括国税調査官 枝　波　謙　二 個人課税第二部門　統括国税調査官

朝霞税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官 高　橋　泰　明 法人課税第一部門　統括国税調査官

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

署　　長 樋　山　忠　則 税務大学校（和光校舎）　学務主事室　学務主事

管 理 運 営 部 門　統括国税徴収官 山　後　友　晴 佐渡税務署　管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

個人課税第二部門　統括国税調査官 藍　澤　幹　夫 新潟税務署　特別国税調査官（総合調査担当）　連絡調整官

特別国税調査官（法人担当）　特別国税調査官 吉　田　　　修 長岡税務署　特別国税調査官（法人担当）　特別国税調査官

法人課税第一部門　統括国税調査官 設　樂　友　佳 宇都宮税務署　国際税務専門官（法人担当）　国際税務専門官

法人課税第一部門　総括上席国税調査官 鈴　木　孝　幸 高田税務署　法人課税第一部門　総括上席国税調査官

●転　出

●転　入

ID・パスワードは　会員 ID：hj1009　パスワード：6350

インターネットセミナーのご案内

　三条法人会ではインターネットを使ったセミナーの配信サービスを行っています。
この配信サービスは、インターネットに接続できるパソコン等があれば 24 時間いつ
でも受講ができるオンデマンド型システムです。受講可能セミナーは 283 タイトル

（25 年 7 月現在）でコンテンツも随時追加されています。
　視聴方法は、公益社団法人　三条法人会のホームページのトップページのインターネットセミナーのバナーをクリックして
ください、専用のサイトが開かれます。

無料　こんな方々におすすめ！

01

02

03

04

セミナーは受けたいけど忙しくて時間がとれない

遠くまででかけずに近くでセミナーを受けたい

受講したいと思えるセミナーが開催していない

継続的に社員研修ができるシステムが欲しい

開催時間が決まっている集合研修は、忙しい経営者やキーマンにとって一番頭の痛い問題です。インターネット・セミ
ナーなら 24時間アクセス可能で時間を気にせず何時でも受講できます。

遠くのセミナー会場までわざわざ足を運ぶのは面倒。インターネット・セミナーなら、交通のアクセスなど気にせず会
社・自宅・出先などインターネットに接続できるパソコンがあれば何処でも受講できます。

いろいろなセミナーの中から受講したいと思えるセミナーが選択できる、聞きたいところだけを選んで短時間で受講し
たい、などインターネット・セミナーなら多彩なコンテンツの中から好きな物だけを選んで何回でも受講できます。

社員が年間を通じてセミナーが受講でき、繰り返しいろいろなセミナーが選択できるようなシステムがほしい。などイ
ンターネット・セミナーなら常時セミナーを多数掲載。社員それぞれに合ったセミナーを自由に選択できます。
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役職名 氏　名 事業所名 担　当

会　長 馬　塲　信　彦 ㈱野嶋書店 総合企画
三条地区会長

副会長 小　林　弘　昌 ㈱小林屋 見附地区会長

〃 小野塚　荘　一 ㈱小野塚印刷所 加茂地区会長

〃 野　澤　幸　司 ㈱ホテル小柳 田上地区会長

〃 梅　田　一　則 ㈱中央建設 栄地区会長

〃 刈　屋　　　哲 嵐北産業㈱ 下田地区会長

〃 野　崎　正　明 ㈱野崎忠五郎商店 三条地区副会長

常任理事 成　田　秀　雄 ㈱ナリタ工業 総務広報委員長

〃 外　山　浩　玲 ㈱外山精一商店 税制委員長

〃 五十嵐　宣　夫 ㈱まる五建商 組織委員長

〃 丸　川　肇　平 ㈱丸山勇平商店 総務広報副委員長

〃 高　頭　八　郎 ㈱里味 研修委員長

〃 高　野　泰　雄 ㈱高野製作所 組織委員会

〃 小　熊　政　行 ㈱加島屋 総務広報副委員長

〃 渡　辺　定　一 ㈱朝日土建 厚生副委員長

〃 加　藤　一　芳 加藤商事㈱ 組織副委員長

〃 田　中　由起子 税理士法人みのり 税制委員会

理　事 加　藤　峰　孝 ㈱ビップ 研修委員会

〃 村　田　哲　夫 ㈱三條機械製作所 厚生委員長

〃 大　野　新　吉 ㈲角屋 研修委員会

〃 及　川　良　文 ㈱コロナ 税制副委員長

〃 加　藤　敏　敦 角利産業㈱ 税制委員会

〃 桑　原　栄　助 ㈱桑原工業 総務広報委員会

〃 西　潟　精　一 三条信用金庫 総務広報委員会

〃 野　崎　勝　康 ㈱野崎プレス 研修副委員長

〃 原　田　新一郎 ㈱原田商店 研修委員会

〃 樋　口　洋　平 ㈱オーシャンシステム 組織委員会

〃 星　野　健　司 ㈱星野園 組織委員会

役職名 氏　名 事業所名 担　当

理　事 渡　辺　一　郎 トップ工業㈱ 税制委員会

〃 渡　辺　　　徹 シンワ測定㈱ 厚生委員会

〃 中　條　耕太郎 ㈱ナカジョウ 厚生副委員長

〃 太　田　　　明 新潟紙器工業㈱ 税制副委員長

〃 栢　森　茂　昌 ㈱アオミ電機商会 税制委員会

〃 小　池　俊　木 ㈲小池時計店 厚生委員会

〃 佐　藤　敏　夫 ㈱鴨川 研修委員会

〃 三　本　泰　輔 ㈱三本テキスタイル 組織副委員長

〃 原　山　義　史 原山化成工業㈱ 研修副委員長

〃 渕　岡　　　茂 ㈱フチオカ 厚生委員会

〃 荒　井　キ　ク ㈱荒井建設 総務広報委員会

〃 小　林　寿　博 ㈱大協薬品 税制委員会

〃 西　巻　昭　修 ㈱サカエシステム 組織委員会

〃 吉　田　英　達 ㈱吉田組 総務広報委員会

監　事 山　岡　義　典 サンオート㈱ 組織委員会

〃 田　邊　敏　夫 ㈱田辺喜平商店 総務広報委員会

〃 鈴　木　　　武 ㈱鈴木商店 厚生委員会

（H25・26 年度）
（順不同）

公益社団法人  三条法人会役員名簿

地　区　会 委　員　会 部　会

三条地区会 総務広報委員会 青年部

加茂地区会 組 織 委 員 会 女性部

見附地区会 研 修 委 員 会

田上地区会 税 制 委 員 会

栄地区会 厚 生 委 員 会

下田地区会
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青年部会長　加　藤　一　芳
（加藤商事㈱）

  この度、平成25年度より三条法人会青

年部会長を務めさせていただくこととなり

ました加藤商事㈱の加藤と申します。前

任の長岡さんから引き継ぎ今年度から新青年部会長として

事業を実施していくことになりますが、何分にも経験が浅く

少し戸惑っておりますが、役員はじめ会員の皆様方のご協

力を頂きながら様々な事業に取り組んでいきたいと考えて

おります。

　青年部活動の基本事業であります租税教育活動につい

ては、今年度、小中学生、高校で実施しておりますが、大学ま

で開催できる体制に持っていきたいと考えています。三条税

務署、県地域振興局、地元税理士会、市、町の協力を得なが

ら税務知識の普及、啓発に努めていきたいと思います。

　又、法人会青年部会は三条税務署管内の様々な業種の

企業の会員で構成されており、異業種交流の場でもありま

す。会員同士の親睦を図り、情報交換しながら自社の会社

の発展と青年部会の事業の充実が図られるよう頑張ってま

いります。

　政治も経済も今まさに大きな変革の時期を迎えておりま

す、法人会青年部会員の若い柔軟な感覚で活発な活動がで

きるよう頑張ってまいりますのでよろしくお願いいたします。

　総会では、平成24年度の事業報告・収支決算報告・平成

25年度事業計画（案）・収支予算（案）を承認した。

新正副部会長
　　部 会 長　　加藤　一芳　　加藤商事㈱

　　副部会長　　中條耕太郎　　㈱ナカジョウ

　　副部会長　　小池　俊木　　㈲小池時計店

　　副部会長　　星野　和孝　　㈱星野工務店

女性部会長　高　頭　洋　子
（㈱里見）

　本年度の定時総会は、三条市高安寺の

㈱諏訪田製作所の工場見学の後、「千翔」

で開催した。

　㈱諏訪田製作所の工場見学では、スワダのオープンファ

クトリーの考え方、熟練職人が一点一点丁寧に仕上げてい

くハンドメイドの生産ラインを諏訪田社長より説明を受け

た。ごまかしや妥協のない世界のスワダのものづくりの現

場に触れ、見学者一同感動の工場見学であった。

　その後、「千翔」で瀧澤富夫三条税務署長、五十島税理士

会三条支部長、馬塲三条法人会会長を始め多数の来賓を

お迎えし定時総会を開催した。議案審議では、平成24年度

事業報告並びに収支決算を原案通り承認するとともに、平

成25年度事業計画、予算についても原案通り承認した。

　役員改選では、長谷川彩子部会長に代わって高頭洋子

さんが選任され、2年間の女性部会の活動を託されました。

新正副部会長
　　部 会 長　　高頭　洋子　　㈱里味

　　副部会長　　田中由起子　　税理士法人みのり

　　副部会長　　小越百合子　　㈱ハイサーブ

　　副部会長　　荒井　キク　　㈱荒井建設

　　副部会長　　野崎　桂子　　㈱野崎プレス

青 年 部 会 の 活 動 女 性 部 会 の 活 動
法人会青年部会新任ご挨拶 女性部会定時総会で

新部会長高頭洋子さんを選任

㈱諏訪田工場見学

　平成25年3月13日に「餞心亭おゝ乃」で女性部会のセミ

ナーを開催した。

　講師として、地域産業界におけるリーディングカンパニー

である、㈱コロナ代表取締役の内田力社長より、「生命の元　

水について　今、放射能対策」と題し講演をいただいた。

　講演の中で水についての話は簡単な実験も交えて説明

を受け大変面白い話が聞けました。

「女性部会セミナー」開催「女性部会セミナー」開催
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・個人戦
		     　　    　1GROSS  HDCP  NET
　優　勝	 阿部　一郎	 （188　20.8　67.2）　　　
　準優勝	 桑原　栄助	 （191　22.4　68.6）　　　
　三　位	 浅間　正直	 （194　22.4　71.6）　　　
　四　位	 内山美代次	 （186　14.4　71.6）　　　
　五　位	 内山　武彦	 （191　19.2　71.8）
　六　位　加藤　綾子	 （100　27.2　72.8）　　　
　七　位　室橋三代吉	 （186　12.8　73.2）
　八　位　渋谷　浩二	 （196　22.4　73.6）
　九　位　野崎　勝康	 （188　14.4　73.6）
　十　位　西川　隆夫	 （196　22.4　73.6）

		     　　   　 　　　　1OUT   IN   GROSS
　ベストグロス賞　　　坂井　栄助（140　39　79）
　セカンドグロス賞　　 加藤紋次郎（139　42　81）

・シニアの部
		     　　    　1GROSS  HDCP  NET
　優　勝	 桑原　栄助	 （191　22.4　68.6）
　準優勝	 渋谷　浩二	 （196　22.4　73.6）
　三　位	 野崎　勝康	 （188　14.4　73.6）
　四　位	 西川　隆夫	 （196　22.4　73.6）
　五　位	 大久保秀男	 （193　19.2　73.8）

　毎年恒例となっている、会員交流事業の第13回法人会ゴルフ大会を、大新潟カントリークラブ三条コースで開催した。天候にも
恵まれシーズン初めながら皆さん好スコアでラウンド、会員の活発な交流と親睦が深まった一日となった。
　ラウンド後、ジオ・ワールドビップにおいて、表彰式、懇親会を予定どおり行った。
■成績は、次のとおりです。（敬称略）

111111第13回
法人会親善ゴルフ大会

第13回
法人会親善ゴルフ大会

　25年2月8日（金）三条市横町「餞心亭おゝ乃」におい
て、新春講演会並びに賀詞交歓会を開催した。講演会
では、政治経済評論家の板垣英憲氏をお招きし、「世
界の中の日本の進路」〜どうなる経済、どう動く景気〜
と題してこれからの日本経済の見通しについて話を聞
いた。終了後講師を交えて賀詞交歓会を開催した。

　２５年２月１３日（水）三条市「ジオ・ワールドビップ」において、
毎年恒例になっている、青年部会・女性部会合同の会員交流
事業である新春合同懇談会を開催した。
　講演会では、新潟お笑集団NAMARA代表の江口歩氏を
お招きし、「常識の裏側」と題して講演をいただいた。終了後講
師も交え懇親パーティーを開催、女性部会による大福引抽選会
も行われた。

 会員交流事業
新春講演会並びに賀詞交歓会を開催

青年部会・女性部会
合同新春懇談会を開催

優勝者の阿部一郎さん
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　昭和43年に兄が金型を始め、独立するということで7年間
手伝った、私自身も独立しようと思っていたので、30歳の
時に独立、昭和60年に㈱サンシン工作所、平成3年に㈱サン
シンに組織変更し現在に至っている。
　ロストワックス鋳造メーカーとよく間違えられるがいわ
ゆる「型屋」である。従来、切削でいくつものパーツを作
り、組み立てていたものもロストワックス鋳造やMIM鋳造
なら一体化でき、コスト削減へとつながる、その専用金型
の設計製作を40年弱ずっと続けてきたプロフェッショナル企業と自負している。

　ロストワックスメーカー、MIMメーカーな
どの無料ご紹介サービスも行っており零細企
業ならではのスピード感を持って対応してい
る。
　また、食品用金型も製作もしており、近年
オリジナルデザインのワッフル金型やご当地
ゆるキャラクッキー金型などお客様のオリジ
ナルのデザインを立体的に再現し、好評を得
ている。大手にはできないスピード感、柔軟

性の良さ、ちょっとしたものでも1型からの受注ができるのも企業だけではなく一般のお客様から
も支持されている理由である。
　物事を新しくやると、リスクが付きまとうが、リスクをやらな
いことがリスクという様な時代である。暇なとき、考えていたが
やろうという勇気がなく、出来ない理由を先に探していた。それ
を不況のたびに感じていた、資金がなく、売れないのではないか
というような臆病な考えが物事をやる時について回った。
　物があふれる時代、そういうことばかり考えていたらできな
い。特に金型は鉄としか考えておらず、食品分野に入るなんて思
っていなかった。視点を変えるといろいろなことができる、お客
様が納得いくような製品を納めて、今後も次の仕事につなげてい
きたい。

企業訪問

●代 表 者	 代表取締役　小嶋勝美
●住 　 所	 〒 955-0845 �新潟県三条市西本成寺 2 丁目 29 番 24 号
	 tel 0256-35-3747　fax 0256-34-0771
●資 本 金	 1000 万円
●従業員数	 8 名
●業　　種	� ロストワックス金型製造
　　　　　　MIM 金型製造・食品金型製造
● e-mail	 info@sanshin21.co.jp
● URL	 http://www.sanshin21.co.jp

【会社の概要】

ワンタッチ金型
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　昭和46年、私は高校を卒業すると東京の建設会社に就職
しました。当時テレビコマーシャルで見た現場監督のヘルメッ
トと白いワイシャツ、ネクタイ姿がかっこよくて、これが私の生涯
職業と決めての面接でした。普通高校からの建築分野であ
ったため基礎知識もなく、覚えるのに苦労しました。休みは第
一と第三の日曜日の月に2回、取れれば嬉しくて嬉しくて仲間
に電話して土曜の夜は時間を惜しんで遊んだものでした。
　あれから40数年、建設業界を一筋に歩んできて今62歳を
迎えようとしています。我が家は私の父母と長男夫婦との三
世代が屋根の下で暮らしています。腰が曲がっても畑作業
をする母、体力が無くなったと言いながら果樹作業する父、
共に80歳を越えた両親は大病することなく働けることに毎日
感謝をしています。こんな両親を見ていると幸福とは、毎日働
けること、毎日おいしく食べれること、眠たいときに眠れること、
そして必ず朝、目が覚めることなのかもしれません。
　私事ですが、年を重ねるごとに『少しずつ楽になってゆくは
ず、、、。』と信じて働いてきましたが、現実は社員が増え会社
が大きくなるに伴い、楽しい事、嬉しい事、心配事も多くなり、

『いつになったら楽ができるのか』と思う毎日ですが、休日は
家内の理解がもらえる限り、時間の許す限り、ストレス解消に
向けてゴルフ、釣り、登山と動き回っています。特に還暦を迎
えた仲間との登山は、一番苦しいが一番思い出になる趣味
のひとつとなりました。登山の前日はワクワクしてなかなか眠り
につけない事もあります。子供の頃を思い出します。帰るとき
は地元の温泉に入り汗を流して帰宅。いつもの居酒屋で「は
んばぎぬぎ」そして一日が終わる。これも健康であるからこそ
出来ることと感謝しています。早起き、ウォーキング、腹八分、
健康維持するための｢自分との約束｣を守りながら次のステッ
プ65歳を迎
えたいと思
っています。

生 き る 〜 健康法・趣味〜

　ここ何年かは不思議と朝の目覚めが早くなってきているよ
うだ。早い時で３時ころ通常でも５時くらいには目覚める。陽気
もいいせいかもしれないが目覚めのときのダルさもあまり感じ
られない。
　もっとも、寝るのも比例して早くなっているし遅くまで起きて
いられない。
　少しばかり気になって調べてみたら良い事が多いのがわ
かってきたし、改めて振り返ってみると思い当たるふしが多々
あるのには正直驚いた。
　一例を挙げると早朝に見積もりを作る事が多くなっている
のも元々は電話や来客がないから集中できるからとの理由だ
ったが思いのほかスンナリ進んでくれる。
　アタマの中がリセットされていて思考回路がうまく回ってく
れているようです。
　終業も以前なら作業が終わるまでといった具合に不規則
だったが、みるみるペースが落ちていくのが自覚できるように
なってからはイメージをフル回転させて段取りよくするようにし
たら、ほぼその通りに事がはこんでくれる回数が増えてきた。
　安心して作業を終えられる日が多くなった。ほんの２～３時
間の違いなのに不思議なものです。
　世の中の人々が気がついてみんなが早起きし始めたら、も
っと早く起きなきゃいけなくなると困ったものです。
　多分そうはならないでしょうが。

早起きは三文の徳 仕事と休日と健康と家族
㈲長谷川金型工業 ㈱平成建設

代表取締役　長谷川　健司  様 代表取締役社長　藤田　直一  様

編 集 後 記
　季節では夏の終わりと申しながらまだまだ暑い日がつづきますが、会員の皆様におかれましてはますますご健勝のほどお喜び申
し上げます。
　三条法人会も公益社団法人として生まれ変わってから2 年目に入りました。その流れの中で三条法人会だよりも、公益社団
法人としての立場から、より会員の皆様にお役にたつような税務情報を充実して掲載するなど、多少色合いを変更してまいります。
また文字の大きさをできるだけ大きくし、視覚に訴えかけるよう写真を多く掲載するなど、以前に増して読みやすい紙面作成に気
を使いました。会員の皆様から楽しんでお読みいただけば、編集委員一同それに勝る喜びはございません。まだまだ暑い日は
続きそうですが、会員の皆様におかれましてもお体にお気をつけられ、さわやかな秋を迎えられる事を祈念して編集後記といた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務広報委員長　成田秀雄）
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　（公社）三条法人会では、去る３月６日（水）午後

１時３０分から、「目からウロコ！　パート2」と題し、

山口会計パートナーズ、代表社員の山口昇税理

士を講師に、昨年に引き続き経営計画の作成講

座を開催した。

　急激な変化を続ける経済環境や産業構造とい

う社会経済においては、企業経営者・経営管理者

が自社の現状を正しく認識する必要があります。

将来を見据えた経営計画の作成とその計画を達成するための手法について事例も交えわかりやすく説明を受けた。

　（公社）三条法人会では、去る８月８日（木）午後

１時３０分から、㈲ビジネスサービスの落合孝夫税

理士を講師に開催した。

　今年度の税制改正は民間投資の喚起、雇用・

所得の拡大、中小企業対策、農林水産業対策等

の税制上の措置が取られており、経営と暮らしに

影響する改正が多く実施される年度であることか

ら、改正の概要と法人税関係の経理上の処理で

特に留意しなければならない問題点について事例をもとに詳細に説明を受けた。

24年度　第3回法人会実務講座の開催

25年度　第1回法人会実務講座の開催

目からウロコ！ Part2

平成 25 年度
税制改正並びに法人税実務のポイント講座開催

平成 25 年度
税制改正並びに法人税実務のポイント講座開催

平成 25 年度
税制改正並びに法人税実務のポイント講座開催

目からウロコ！ Part2

平成 25 年度
税制改正並びに法人税実務のポイント講座開催

平成 25 年度
税制改正並びに法人税実務のポイント講座開催

平成 25 年度
税制改正並びに法人税実務のポイント講座開催
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〒951-8068
新潟県新潟市中央区上大川前通六番町 1214-2 大同生命ビル 7 階
TEL.025-223-6200　FAX.025-228-7256

（受付時間：午前 9 時から午後 5 時まで 土・日・祝日・年末年始を除く）

新潟支社
〒950-0088 新潟県新潟市中央区万代4-4-27 新潟テレコムビル4F 
法人会フリーダイヤル　　　0120-876-505
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